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愛媛@王手塚市、害警少年間重量協議会
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。家族従業員にも給料を払い経費になる

@事業主Eも給軍事をとれる

<)E当分の践の語撃をiEしく約衝して

告撃さをな緩重量を議室めようく〉

<)記緩やま菱重量の綴談はお気軽!こく〉

。平塚商工会諦済

C平塚青色申告会

C税理士事務所仁無担相談日 5リ5日〉

C平塚樹立務署



中長罪ン'1'¥，学校

? 228 神間小学校

。268 金自公民館 長持竣島公爵

賞宮

1月16日八嬬ノ'J#校球何時公 渇

書宮

t' 19百花酌上#校

" 23日 平塚市民尉騒。 大Eノ'j¥，苧校捺中央農協金

沢支所

.o-288 器豊田公民館接金田公

民 館

平塚市民セYター

大野小学校

横内団地集会潟

須賀公民館松原公民館

霊覇ヌす課 a溺 1才までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日出

母子苧帳を忘れずに持ってきて4
ださい。

豊富時鶴@午前古時30分-10時30分
11月羽田げに〉豊田公民館

d-' 22臼て木〉金自公民館

12月 5臼仁木〉主主島民民館

.p 13日仁木〉横内団地集会埠

?- 20ヨ仁木〉岡崎公民察官

ク 27白けO 吉沢公民館

1 J守10尽仁木〉金田公民館

?- 17日じむ土屋公民館

ク 24日〈木〉盤国公民貧富

-O' 31日けO 金自公民館

2月 18仁木〉揖島公民館

.9 14日仁木〉構内担増集会場

議院崎公喜号館

12日神面公畏厳八潜公民鰭

138 花木公民館中島京会民館

148 平塚市長病院

[ }ヲ3
28 保主黄島公臣認官 金回公E投書

端医事碕公民館

3悶 神田公豆沼富八幡会民館

48 花 水 公 民 館 中 原 公 民 館

5臼平塚市民J病院

官公所22 2の]番組。高砂香料

にお勤めの山崎隆指さん仁31)と真

紀子さん (23)の長女。現在8か月

で身長80苧 、 体 重S九。

ひとみちゃんは、よ〈自に焼けた

元気な子で、時々空白D子にまちがえ

られる。よ〈太っているので肥満_i.ij

にならないかと、ママは配してい

る。ひとみちゃんは、パパが大好き

で帰ってぐると大宮ぴ。いつも散歩

につれていってもらう門踊い庁持引

スソパイもの。 48年 2

ぜき・ジフテリ 7 ・

※樺汚翼線しています。

鰯封書提・ 1線接種当日に溺3か月

を経過して、 6か月来潟の 乳

児ω (3回〉恥気等白理由で受げ

られなかった乳幼児は、 2設にな

らないうちなら受けられます。

2期 1期カち苫了した人で、接種

主主Bに 1期の 3巨]自の按種Bから

1年の腕簡をすぎて、 1年 6IJ'p， 
までの路(1回〉病気等の理由で

告をけられなかった幼児以 2年まで

の間受けられます。

J--J;N主校入学芋

128 搭載ifit i"::.民館金 [l~::KfìrJ
S完全附崎公民主語

13日八幡公民然死水れ氏

14日 平塚市民斉唱に

J'ヲ3
1l[ヨ 器離島公民館全日公民熊

定の幼児

日間に受けてくたさい。それ以外

白期間には受けられません。〉

護憲時間・ 131下手30分 -15時まで。ただ

し器の合会号(二14時-..，15時。
豊富巡飽日寝

室月3
228 旭0.!X:食官 桜中央捜協土沢支

所 須 町 公 民

羽田平塚慌健所帯慰問公民館

接金田公民空白

278 横内田主主主主会渇 メ窓会民主宮
わ耳東公民貧守

[12R] 
14思 想公民館務中央農協土沢支

所担金公民配

17臼平塚時健所桧民間公民館

務金IB公民館

18臼 横内団地等、会j吾 プミ野必巨没宮

松掠.01己

}守E
7日 平塚保健所捺霊長自公民館

捺金出公民熊

気持す合体予電線とその広場

φ有事・農水産物・花き e鶏卵!日岳、

工業撲、軍労苦'1年生活文化展、盆栽

展、観光写真写主主展、緑化ボス丘一展、

カナ2Jア展、水産展、特主主駒Df成金、お

たのしみ金魚すくい、掠の相談主主、植木

下行

φ子イ共みこしパレードー 11/25 午W:l

時

φ勤労感搬出つどい '11/23 午前r9時
市民セン虫山

φ重宝時大金会 11/24 工正午 市民セン貞一

保留地続接地主昏

中泉 2番 7号

中.'ll. 1番 7号

豊原町27餐 17号

平塚 19 3 答地

平塚 1205番地

平塚 12 2番地

平塚 12 話番地

平探 108 9苔地

平塚 09 番地

平塚 794番地

乎探 47番地

貸衣裳について
センターでは、利用者の使をはかるため

に館内に業者が主主裳郊を開設している。使用

禁}金は次のとおり

1， H ち掛 5， 000FLJ_Z5， OOOl'l 

2， 1lK rv 他 2.000f弓-lO， OOOPJ

3，ドレス 2.0001ヨ 0001']

4 モ」ニング 自弓-2，0001叶

5 紋 E民 2，0∞月-5，0ωロ3

6 留袖 1，0001弓-3，000151 

oと料金は館内での刻J可料金。外出の場合は3

空軍井曽となる

す行箆号室ンター

iJti tム
8 2，7 2 m 

3，1 7 

3 8，3 3 

3，6 9 

7 44 
8 1. 00 

9 9，5 4 

1 Z 5 7 

9 8， 2 
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25 8 0 
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人
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に
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一
ぷ
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め

人

鑑

字

史

学
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六
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分
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め
ん
、
牛
乳
、
ち
先
鋒
に
す
る

o
e卵
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加
え
た

く
わ
の
い
そ
ぺ
抑
制
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議
離
水
で
小
1
y辻
村
そ
レ
ど
豆
、
背

任

協

融

輔

の

め

か

父

加

え

た

五

日

を

つ
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含
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〕
熱
量
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て
中
川
制
度
の
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ロ

y
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た
ん
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封
一
一
七
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一
世
る
。

門
ち
く
わ
の
磯
辺
揚
の
作
り
方
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イ
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菜
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目
苧
襲
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受
か
君
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震
の

よ
む
れ
、
お
も
ち
ゃ
白
整
と
ん
な
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必
雲
上
に
き
び
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く

襲

壊
証
、
性
梼
の
変
わ
っ
た
字
か
さ
れ
、
身
体
的
に
ぢ
痛
を
い
$
4
1
4
6

罰
誌
で
も
、
学
校
で
為
同
擦
に
さ
と
い
う
し
つ
け
が
反
復
い
さ
れ
る

れ
て
い
る
。
け
つ
べ
き
主
チ
と
い
と
、
不
潔
に
す
る
ζ
と
に
お
び
え

う
の
も
、
そ
の
中
心
ひ
と
つ
で
は
る
よ
フ
に
な
り
、
不
安
に
な
っ
て

な
い
戸
7
4一

う

か

。

〈

る

白

τある
。

け
つ
べ
き
な
性
質
と
い
う
白
は
そ
の
結
実
、
次
の
よ
う
に
け
っ

不
警
額
一
度
に
さ
ら

2
い
う
こ
ぺ
き
な
手
と
い
之
の
が
で
き
あ

brで
き
が
、
そ
の
も
と
は
霊
が
っ
て
主
ム
コ
。
。
事
の
前
に

上
白
こ
と
で
品
れ
、
社

b

何
度
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手
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没
む
な
け

会
的
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選
綴
的
な
こ
と

K
品
醐
膨
れ
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す
ま
な
い
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あ
れ
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た
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辺
両
y
・
便
所
だ
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も
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な
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浮
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せ
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三
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司
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な
る
。

か
。
け
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
多
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れ
ら
の
特
徴
そ
み
る
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1
清

く
は
、
乳
幼
氾
嬬
か
ら
の
家
庭
で
模
に
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、
き
れ
い
ず
宮
、
約
束

の
、
鴻
留
に
つ
い
て
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し
つ
け
む
を
守
る
、
擦
と
ん
す
る
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ど
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醤

あ
り
方
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も
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あ
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度
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つ
妻
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シ
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ら
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さ
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け
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あ
り
方
に
よ
る
が
、
そ
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桜
一
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ぎ
る
と
弱

っ
て
、
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け
つ
べ
き
さ
を
主
題
ミ
や
れ
る
。
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す
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饗
沼
と
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川
〈
左
右
す

ζ
の
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に
、
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り
つ
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子

る
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る
。
け
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に
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は
、
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は
、
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擦
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度
に
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ら
あ
わ
方
、
親
自
身
の
け
つ
べ
き
な

12よ
三
つ
に
湾
て
ゐ
れ
た
こ
と
モ
あ
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度
に
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観
す
る
ζ
と
が
多
い
り

わJ
、
精
甑
へ
の
し
ワ
け
に
行
幸
ず
で
あ
る
。

突
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あ
っ
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と
唱
唱
え
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れ
る
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